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「積小為大（せきしょういだい）」  

 
北押原中学校長　

 

　 冬の寒さが和らぎ、暖かな春の訪れを感じるよう
になりました。11日に行われました卒業式では、市
議会議員、学校運営協議会、PTA本部役員を来賓に
お迎えし、卒業生の保護者の皆様の参列のもと94名
の生徒が立派に巣立っていきました。 
　 卒業の旅立ちを祝して、「積小為大」の話をしまし
た。この言葉は、思想家である二宮尊徳が座右の銘
としていた言葉だそうです。「積小為大」には、3つ意
味が込められていると思います。1つ目は、どんな些
細なことからも学ぶ力をもつこと。2つ目は、自分か
ら一歩を踏み出し、それを継続すること。3つ目は、失敗を恐れず、立ち上がることなどが
含まれていると思います。これからの時代は産業構造やライフステージが変わり、困難に
直面することがあるとは思いますが、小さな一歩を大切にし、着実に取り組んで欲しいで
す。卒業生の活躍を応援しています。 
　 また、卒業生の保護者の皆様には、本校の教育活動にご理解・ご協力をいただきまし
て誠にありがとうございました。 

＊＊＊　押し（推し）の言葉「 きたきた ・・ おお ・・ しし」コーナー　＊＊＊ 

 

　＊＊＊ 　　 鍛鍛 える（える（ きたきた ）　）　＊＊＊　 ～～ 心身を鍛える ～ 

　 薬物乱用防止教室(3年生)では、薬剤師の方による「オーバードー
ズ」についての講話、学校保健委員会では、「すっきり目覚めて、おいし
く朝ごはん」をテーマに、栄養教諭から食生活と睡眠についての講話を
聞くなど、人生100年時代と言われる中、毎日心も体も健康でいるため
の生活の在り方について学習することができました。 
 

  ＊＊＊ 　　 思思 いやる（いやる（ おお ）　）　＊＊＊　 ～ ～ 思いやりを態度で ～ 

　 3年生を送る会では、思い出VTR、思い出クイズなど工夫された
演出があり、3年生に対する感謝の気持ちを十分に伝えることができ
ました。常に学校のリーダとして、北押原中学校をリードして来た3年
生にとっては、この上ない感謝や幸せを感じる場面でした。在校生か
らは、「立ち上がれ終わりのない明日へ」の励ましの言葉が送られま
した。 

　＊＊＊ 　　 主主 体的に取り組む（体的に取り組む（ しし ））＊＊＊　 ～ ～ 主体的に ～ 

　 3年生による「階段アート」が完成しました。このアートには、北押
原中をよりよくしようという思いや伝統を守っていくことをバトンに託
して「繋ぐ」意味を、また、周りにある花は、「応援や感謝」を表し、在
校生の今後の活躍への願いが込められています。階段を利用する度
に、学校を盛り上げる士気が高まることを期待しています。 ▲階段アート

▲３年生への言葉

▲薬物乱用防止教室

▲卒業証書授与



　３月5日に同窓会入会式が行われました。今年度は94名の

卒業生が同窓会に入会いたしました。本校では、創立以来7

8回の卒業式を数え、合計9,786名の卒業生が各界で活躍し

ています。 

　同窓会長様からは歓迎の言葉をいただきました。卒業生代

表の生徒が「この北押原中学校の卒業生として、同窓会会員

として誇りをもって前進していこうと思います」と決意の言

葉を述べました。▲決意の言葉

「汚れやすい靴下は白でなくてもよいのではないか。「汚れやすい靴下は白でなくてもよいのではないか。 

　むしろ、黒や紺などのほうがよいのではないか　むしろ、黒や紺などのほうがよいのではないか 。。」」 

　これは、本校生徒から出た「生活のきまり」見直しに　これは、本校生徒から出た「生活のきまり」見直しに

ついての意見です。非常に合理的で、見直しの理念ともついての意見です。非常に合理的で、見直しの理念とも

一致するものです。本校では、このような意見を元に、一致するものです。本校では、このような意見を元に、

毎年、生徒会が中心となって「生活のきまり（いわゆる毎年、生徒会が中心となって「生活のきまり（いわゆる

校則校則 ））」の見直しを進めています。その際に重要となる」の見直しを進めています。その際に重要となる

のがのが『『 思考力思考力 』』ですです 。。見直しの理念に沿って見直しの理念に沿って 、「、「 なぜなぜ 」「」「 何何

のためにのために 」」「どうやって」見直すことが大切なのか、生「どうやって」見直すことが大切なのか、生

徒たちは授業などで身につけた『思考力』をフルに使っ徒たちは授業などで身につけた『思考力』をフルに使っ

て、合理的な考え方を実際の学校生活の向上に役立ててて、合理的な考え方を実際の学校生活の向上に役立てて

います。そして、教員は『思考力』をどう使うのがよいいます。そして、教員は『思考力』をどう使うのがよい

のかのか 、、一緒に考える立場で生徒の活動を応援しています一緒に考える立場で生徒の活動を応援しています 。。 

　今後も保護者、地域の皆様の御理解をいただく場面が　今後も保護者、地域の皆様の御理解をいただく場面が

あると思います。その際は御協力をお願いいたします。あると思います。その際は御協力をお願いいたします。 ▲黒い靴や靴下で登校する生徒のようす

今年見直した点 
その１　ジャージ下校ＯＫ 
その２　昼休みからジャージＯＫ 
その３　長袖半ズボンＯＫ 
その4　黒・グレー・紺の靴下ＯＫ 
　　　　ワンポイントの靴下ＯＫ

           　　　 行 事 予 定 
 15日(火) 全国学力・学習状況調査 質問紙・理科 

 17日(木) 知能検査・とちぎっ子学習状況調査 
18日(火) 新任式・始業式  全国学力・学習状況調査 
19日(水) 入学式・PTA入会式・学年懇談 18日(金) 部活動仮入部～25日(金) 
10日(木) 身体測定  腎臓検診 
11日(金) 生徒会オリエンテーション・部活動紹介 25日(金) とちぎっ子学習状況調査 質問紙 

 部活動見学～1７日(木) 28日(月) 授業参観・PTA総会・学年懇談 
14日(月) 生徒会委員会 専門部会・家庭教育学級運営委・学級委員長会

　卒業式後に第３学年ＰＴＡの解散式がありました。３学年　卒業式後に第３学年ＰＴＡの解散式がありました。３学年 

委員長様からは「コロナ禍の影響で、地域のつながりが希薄委員長様からは「コロナ禍の影響で、地域のつながりが希薄

になる中でになる中で 、、これからも家庭・学校・地域がひとつになってこれからも家庭・学校・地域がひとつになって 、、

地域の子供を見守り、育てていく必要がある」という挨拶を地域の子供を見守り、育てていく必要がある」という挨拶を

いただきました。コロナ禍の中であっても工夫しながら教育いただきました。コロナ禍の中であっても工夫しながら教育

活動が実施できたのも、このような御理解があったからこそ活動が実施できたのも、このような御理解があったからこそ

だと実感しだと実感し 、、改めて保護者の皆様に感謝の念を強くしました改めて保護者の皆様に感謝の念を強くしました 。。

本当にありがとうございました。本当にありがとうございました。▲卒業式後に行われた第３学年ＰＴＡ解散式


